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　臨床実習で外科をローテートしてくる学生と質疑応答など行う際にしばしば感じることであるが，

ドイツ語による臓器名は Magen をはじめとするごく一般的であるもの以外は，これらを知る者はほと

んどいないということである．もちろん筆者もドイツ語に長けている筈もなく高邁なことを述べる資

格もないが，何か物足りなさを感じることも事実である．医学教育のなかでは当然，医学知識，倫理

観，コミニュケーション・スキル，さらには医療技術といった医師となるにあたって必要欠くべから

ざる分野の充実がはかられ，それぞれの内容の質とともに学ぶべき量も増大していることは確かであ

る．今後もさらに医学教育の現場では社会的ニーズにも対応すべく，その充実を求めなければならな

い．また，これらの評価の多くはそれぞれ何らかのかたちで数値化がなされているが，その結果とし

て医学にとどまらず多くの分野で数値目標の達成にのみ全力を傾注する傾向が顕著となってきている

ように思われてならない．

　前述したドイツ語に限らず，文学や哲学をはじめとした医療の実務には必ずしも直接かかわらない

ような分野における，いわゆる数値化で評価されない uncountable な一般的教養が今こそ問われている

ようにも思われる．単なる実務的，実用主義的側面にのみ片寄ることなくこのような教養も重要視す

ることがひいては医師の責任感，社会性，存在感，そして誇りにつながっていくのではないだろうか．

医療人としての知識，技術そして倫理観に加え，人間としての幅と教養がよりよき医師の育成の両輪

と考える．私自身もいまだ未熟ではあるが，さらに精進していきたい．

　外科医においては知識と技術，そして人間性を磨いて多くの症例を経験するとともに，臨床的およ

び基礎的学問を志向することは昨今の現況を考えるとさらにその重要性を増しているのではないかと

強く感じる．いわゆる「リサーチ（研究）マインド」を有する医師のレゾンデートル（存在価値）を

あえて強調したい，このような観点からも「臨床外科」をはじめとした医学雑誌の存在意義の 1 つも

そこにある．ささやかな 1 症例を大切にして文章にまとめることも，大規模な臨床研究の成果を世に

出すことも，ともに大切な学問である．稀有な症例の報告はもとより，本号における「多発肝転移の

発生機序」(山本論文)をはじめとしたそれぞれの特集論文にみられるような「科学的」であり，かつ

「夢のある」論文を期待したい．

（桑野博行）
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